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オサー博士の不屈の精神
中　村　賢一郎
　昨夏UCSU名誉教授オサー博士と再会したが，癌手術により対話不可能で
あった。それでも，UTCからSYR空港までの60マイルを車で迎えにきてく
れ，手作りの夕食も用意してくれた。同行の娘がAAのseat　pocketに忘れ
た財布も電話確認後，空港までとりに行ってくれた。財布に略記メヅセージ
（Syr　LLAA；We　ho1d　a　brn　wmn’s　purse　w／no　I．D．　found　in　cb　196／19，
SFO　menu　inside．　If　you　nd　plz　adv。　Sam）が付せられ，危く広示されると
ころであった。制度主義に造詣の深いJake（Dr．　Jacob　Oserをfirst　name
で呼べたのも，この訪門が最初）のこととて，流石に行動的で畏れ入った。彼
の容体は，すでに友人Clairからの私信で知らされていた。　Bad　news！Jake
had　surgery　on　a　bad　tumor　in　his　mouth．　They　removed　all　of　his
lower　jaw　and　his　vocal　chords．　He　w三ll　never　speak　or　eat　solid　foods
again．　He　is　a　brave　man．　He　no　longer　teaches　of　course　but　continues　to
write　and　work　in　his　garden．　His　public　appearances　are　made　wearing　a
mask．　His　wife　keeps　his　morale　high　and　seems　to　have　accepted　his
condition．（Clair　Kretschmann，　Dec．14，1977）だが，聞くと見るとでは大違
い。痛ましくも哀れ，強く同情の念にかられた次第である。以下は，American
Journal　of　Nursing（Aug．1979）への彼の手記の拙訳である。
　　　　　　　　　ロ腔癌（大きな危機に直面して）1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　J．オサー2）
　59歳で癌を宣告された元来，人並み以上に健康であったが，いつか舌の奥に
僅かながら弁状の組織を感じ，歯科医に正式の癌検診をすすめられるまま，か
幾度組織切片の鏡検法3）で調べた結果，口腔下部の腫瘍が発見された。だが，
　　　　　　　　　　　　　　　　（5）
拡大も転移もみられない，とのことであった。
　「自然の警告」というが，私のばあい痛みも兆候もなかった。歯科医いわ
く，「パイプ・タバコを吸うね。……しかも，それを口の真中にくわえて」と。
「そうです。でも，どうして」というと，「歯茎の内側が白っぽいんだよ」と
いう答。「それ，癌のこと」と問いただすと，「まだ初期らしいが，喫煙は止め
た方がよい」という。正式に癌と宣告される14年前のことである。以来，パイ
プ・タバコの香を嗅ぐたびに辛い思いをし，生命の危険ということを考えて我
慢した。
　癌患者は，最初「まさかこの私が」というらしい。私はそう思わなかった。
耐え難い放射線治療を33回も繰り返す間に，同じ治療を受けるためストレッチ
ャー伸張具で両手足を縛られた状態の二人の少年をみたとき，「どうしてこの
子供たちまでが」と思った。まだ人生をまともに送ったわけでもないのに。私
の方は活力にに満ちた人生を経験してきたし，特別に未練が残るとも思ってい
なかった。
　放射線では癌は治らず，追加手術が必要とされた。外科医はその結果を楽観
視し，半年毎の検診で十分とみた。だが4ヵ月も経つと，またもや口腔下部か
ら歯茎と舌にまで広がる癌組織に気づき，これで絶対絶命かと思った。
　歯科医の説得もあって期末までの講義は諦め，再び癌の検診を受けた。専門
医は，癌の転移がひどく，舌と下顎とを除去せねば命取りだ，と診断した。つ
まり，手術後は話せなくなるし，胃に管を入れないと食物も摂れなくなるらし
い。また，誤って管が肺に入るのを防ぐには気管支切開4）が必要で，そうなる
と喉頭部に穴を開けねば呼吸困難になるはずだ。一これは，癌が発見されて
から3年目のことである。
　この大手術の日（1977年4月）のこと，その前日に到着したアスパラガス50
本を早朝に植え，最後の講義をすませ，その足で入院，すでに午後になっていた。
その2日後，4時間半にわたる大手術で，私の人生は全く変ってしまった。
　手術後，2日もすると，手押車に栄養補給用の点滴器5）を載せ，歩行訓練に
大ホール（100メートル15往復で約3キロ）を歩くことになった。だが，この
　　　　　　　　　　　　　　　（6）
静脈内注入を終えたら，そのあとはどうやって栄養を摂るのだろうか。医者の
説明は至極簡単明瞭。管を喉に挿入することだ。胃の中まで挿入できなけれ
ば，腹部に穴を開けて食物を流しこむ。問題はないと。そういわれて驚いたせ
いか，管は難なく胃に入った。これには，医者の方が驚いたらしい。「君の積
極的態度だよ，物事が難なく運んだのは」，と。
　私は妻に書いた。「従順ならば癌も治るなどと考えるChristian　Scientistで
はないが，指示通りにしていれば回復は早いと思う。これで難関を突破した感
じ。今はただ，君の献身的努力に感謝の念で一一杯だ。それを償い，それ以上の
ことをしてあげたい。」（中略）と。
　従来の健康体のおかげだと思うが，で，手術後は，早期の回復が可能になっ
た。3週間の予定を2週間で退院，次の1週間では車を動かして大学に行き，
残してきた採点をするほどに回復した。最初は生きる望みよりも死の恐怖の方
が強かった。事実，容体が悪化し絶望とわかれば，自分で死期を早める覚悟で
あった。同時に，人生にも未練が生じてきた。息子と孫たちのこと，世界の動
きと我が国の将来のことなど，みな興味の対象であった。　　　　　’
　病苦を忘れさすだけの喜びは，他にもあった。たとえば，車を動かすように
なって間もない頃，「いかなる代償を払っても生き抜くことだ。今日，ユティ
カ市内をドライブ中に，ハナズオウの木とそのすばらしい花の色を観賞し，ま
た花が満開の樹木や灌木をみるにつけ，一層生きることへの意欲を強くもつよ
うになった」，と妻に書き伝えたほどである。（中略）
　私は，自分の方から人を遠ざけようとはしない。むしろ買い物に行き，友に
会い，図書館に通い，文化的な催しにも積極的に参加し，旅行に出かけ，また
どんなに人に見られようと背を伸ばして歩くことにしている。私の存在が教訓
になれば，と考えるからである。夢を失ない，生活を耐え難きものとみなし，
自分を過度に悲惨と思いこむ人でさえ，きっと私に会えば，「みてごらん，あ
んな人もいるんだよ。僕など，まだいい方だね」というに違いない。
　日に4度の食事は，妻の好意にもかかわらず，ほとんど妻に頼らず自分で作
り摂取する。それに使用した器具は自分で洗い，ついでに家族の食事皿も洗
　　　　　　　　　　　　　　　（7）
う。掃除その他の雑事もみなOKだ。ともかく，忙がしく動き回ることにして
いる。まず食事作りに時間がかかる。家族の手紙の大部分を代筆する。そして
庭の手入れや読書・研究・執筆，それに解放的な自由研究にとりくむ若干の学
徒を相手に講義もする。
　生活のすべてが挑戦の連続だと思う。一層の困難には一層の努力が必要で，
勇気をもって挑戦し，克服せねばならぬが，ときには順応も辞さない覚悟でな
けれを：］fなら）なし、。
　第二次大戦中，アイスランドに1年半以上も駐屯したことがある。ある日，
我が隊のグループは氷上スケートと洒落込んだ。全く未経験な私には，ただス
ケートを引きずり，両足を交互に少しずつ前進するしかなかった。それをみて
いた地元の一少年がいわく，一「おじさん，よく倒れないね」，と。
　この疑問こそ，このたびの私の決意表明の奥底に秘められた問題であった。
およそ両足で立ち歩行するのが人間の姿であるならば，たとえ一度に1インチ
でもよい，私は倒れずに前進しつづけるであろう。
　1）　Oral　Cancer－coping　with　the　changes．
　2）　Prof．　Emeritus　of　Syracuse　University：holds　a　B．S．　from　the　Univ．　of
　　Illinois　and　an　M．　S．　and　Ph．　D．　from　Columbia　Uuiv．著書に，　Evolution　of
　　Economic　Thought，1963．がある。
　3）biopsies．口腔癌，とくに歯肉癌の発見は，歯科医によるものとされている。
　4）laryngectomy，　V．　S．　Iaryngotomy．
　5）　intravenous　feeding　contraception．
（8）
